●環境にやさしい旬の食べ物（食材）を調べましょう


(１)旬の食べ物（食材）と旬ではない食べ物（食材）を３つずつ書きましょう。

旬の食べ物（食材）
	
	食　べ　物（食　材）
	旬　は　い　つ　？

	１
	
	

	２
	
	

	３
	
	


旬ではない食べ物（食材）
	
	食　べ　物（食　材）
	旬はいつ？　どのくらいはずれている？

	１
	
	

	２
	
	

	３
	
	


(２)学習してわかったこと、感じたことを書きましょう。

▼学習の進め方

	
	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	45分
	１　課題を
理解する
	◆買い物は、値段・量など様々な理由で決めるが、今回は省エネにつながる旬にこだわって調べることを理解させる。

・シートを配る

・野菜等には、旬があることを説明する。旬から外れたものは、温度管理や照明にエネルギーを使うため、旬に合ったもののほうが環境に良いことを説明する。

	
	２　準備
	◆スーパーの折り込みチラシを家から持ってくる。

　・できれば数種類持ってきてもらう。

	45分
	３　グループで
調べる
	◆チラシの中から、旬に合ったもの、外れたものを３つずつ挙げさせる。

　・図書室やパソコン？を使って農作物の旬を調べさせる。

	
	４　発表する
	◆調べた結果を発表させる。

	
	５　感想を書く
	◆わかったこと、感じたことを書かせる。

　・感想を発表させ、まとめる。


▼基本的事項

	ねらい
	旬ではない食べ物（食材）には、多くのエネルギーが使われていることを知り、環境配慮の視点で食べ物（食材）を選べるようになる

	対象
	小学校中学年以上

	所要時間
	９０分

	学習形態
	グループ

	手法
	調べ学習

	準備するもの
	課題シート、折り込みチラシ、食物（食材）の旬がわかる図鑑など



　野菜やくだもの、魚などは、たくさん出回って、おいしく食べられる時期があります。これを「旬(しゅん)」と言います。ハウスで作られる野菜やくだものは、冬でも暖かくして育てるため、石油や電気などのエネルギーが大量に使われます。また、成長を早めるために、化学肥料や薬品を多く使う場合もあります。養殖の魚も人工飼料で育てられることもあります。


　旬の食べ物（食材）は、たくさん出回るため、価格も安く、栄養もたくわえられ、おいしいのが特徴です。また、自然にさからわずに育っているので、安全で、何より環境にやさしいといえます。





最近は、ほとんどの食材を年間を通じて手に入れることができますが、それは、露地栽培の他に、ハウス栽培、外国から輸入等しているからです。


　日本の食料自給率は、他の先進国と比べてみても特に低く、昭和35年ごろは約80％の自給率でしたが、その頃から下がり続けて今では40％程度となりました。これは、食生活の洋食化が進んで、食材の輸入が増加したためです。外国から食材を運ぶには多くのエネルギーを使い、二酸化炭素をたくさん出すことになり、温暖化の進行にも影響します。


　できるだけ近くで出来た食材を食べるようにする「地産地消」を心がけ、それぞれの季節でもっとも美味しく、栄養価も高く、人がその時期に必要とする栄養素を多く含んでいる「旬」の食材をとるようにしましょう。





食料自給率向上のために　（出典：中国四国農政局　パンフレット『食料自給率について』）


１ 「いまが旬」の食べ物を選びましょう！


２ 地元でとれる食材を日々の食事に活かしましょう！


３ ごはんを中心に、野菜をたっぷり使ったバランスのよい食事を心掛け、しっかり朝ごはんを食べましょう！


４ 食べ残しを減らしましょう！


５ 自給率向上を図るさまざまな取組を知り、試し、応援しましょう！








